
　第14回合併協議会が、10月19日に鷹巣町で

開催され、「新市まちづくり計画」が県より承

認されたことが報告されました。 

　その後、鷹巣町中央公民館ホールで合併協定

調印式が挙行されました。 

　また、10月25日～26日に行われた４町の臨

時議会の中で、合併に関する議案が議決されま

した。 
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1　合併協 

｢自然｣「ひと」が調和し、活気とぬくもりのある交流都市 
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合
併
調
印
式
で
は
、
吉
田
幹
事
長
（
阿
仁
町
助

役
）
に
よ
る
経
過
報
告
と
協
定
書
の
説
明
が
行
わ

れ
た
後
、
鷹
巣
町
岸
部
町
長
、
合
川
町
佐
藤
町
長
、

森
吉
町
松
橋
町
長
、
阿
仁
町
濱
田
町
長
が
そ
れ
ぞ

れ
合
併
協
定
書
に
調
印
し
、
寺
田
知
事
が
特
別
立

会
人
と
し
て
署
名
し
、
寺
田
知
事
か
ら
４
町
長
に

合
併
協
定
書
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
調
印
を
終
え
、
４
町
長
と
寺
田
知
事
が
が
っ
ち

り
と
握
手
を
す
る
と
、
会
場
よ
り
盛
大
な
拍
手
が

あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
市
に
向
け
て
固
い
絆
が
結

ば
れ
、
ま
た
一
歩
「
北
秋
田
市
」
に
向
け
て
前
進

し
た
瞬
間
で
し
た
。 

合併協　2

｢自然｣「ひと」が調和し、活気とぬくもりのある交流都市 

「北秋田市」誕生に向け合併協定書に調印 「北秋田市」誕生に向け合併協定書に調印 
　10月19日に、来年３月22日の「北秋田市」誕生に向けた合併調印式を開催。 

　４町長が合併協定書に調印し、新しいまちづくりの決意を新たにしました。 

 



　各町長がこれまで協議会で協議、確認された

内容をまとめた合併協定書に調印を行いました。 

3　合併協 

｢自然｣「ひと」が調和し、活気とぬくもりのある交流都市 

　調印式では、吉田幹事長が、これまでの合併

協議会の経緯について報告を行い、合併協定の

内容を説明しました。 

合
併
協
定
調
印
式
次
第 

一
　
開
　
　
式 

二
　
経
過
報
告
及
び
合
併
協
定
の
内
容
説
明 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹
　
事
　
長
　
吉
田
　
　
茂 

三
　
調
　
　
印
　
　
　
各

町

町

長 

四
　
特
別
立
会
人
署
名 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
知
事
　
寺
田
　
典
城
　
様 

五
　
立
会
人
紹
介
　
　
合
併
協
議
会
委
員 

六
　
主
催
者
あ
い
さ
つ
　
各
町
長
よ
り 

七
　
来
賓
祝
辞
　
　
　
秋
田
県
知
事
　
寺
田
　
典
城
　
様 

八
　
来
賓
紹
介 

九
　
祝
電
披
露 

十
　
閉
　
　
式 

　合併協定書が寺田知事より各町長に伝達され

ました。 

　寺田知事が特別立会人として合併協定書に署

名を行いました。 

　調印式に先立って、第14回合併協議会が開

催され、「新市まちづくり計画について」県か

らの承認が報告され、引き続き合併協議会委員

が協定書に立会人として署名を行いました。 



合併協　4

　
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
日
、
こ
う
し
て
寺
田
知
事
さ
ん
、

並
び
に
議
員
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
達
の
合
併

が
整
い
ま
し
た
こ
と
は
、
本
当
に

嬉
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
こ
の
４
町
の
歴
史
と

文
化
を
融
合
し
、
全
市
民
に
と
り

ま
し
て
、
合
併
し
て
良
か
っ
た
と

思
う
「
市
」
に
す
る
た
め
ま
い
進

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　
合
併
協
議
会
の
委
員
、
関
係
者
の

努
力
の
お
か
げ
で
今
日
を
迎
え
た
事

を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
３
町
と
私
ど
も
に
は
若
干
の
温
度

差
が
あ
る
と
思
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

町
民
に
情
報
伝
え
な
が
ら
、
意
見
を

集
約
し
て
合
併
に
対
す
る
思
い
が
醸

成
さ
れ
て
き
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
日
の
合
併
協
定
調
印
式
を
踏
ま

え
て
、
最
終
段
階
と
し
て
町
民
を
代

表
す
る
議
会
の
方
々
の
了
解
を
経
て
、

発
展
的
に
こ
の
合
併
を
捉
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

　
協
定
書
に
調
印
で
き
ま
し
て
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
任
意
協
議
会
が
発
足
し
て
か
ら
、

そ
の
後
ス
ム
ー
ズ
に
法
定
協
議
会

に
段
階
を
進
め
、
平
成
17
年
の
合

併
を
目
標
に
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
通
り
の
過
程
を
進
ん
で
お
り

ま
す
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
町
長
を
来
月
に
退
任
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
後
は
一
市
民
と
し
て
、

こ
の
北
秋
田
市
が
益
々
発
展
充
実

し
ま
す
よ
う
に
市
民
の
立
場
か
ら

協
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
地
域
の
歴
史
に
残
る
よ
う

な
日
に
参
列
さ
せ
て
頂
い
た
幸
せ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
が
出
来
た

わ
け
で
す
が
、
こ
の
計
画
の
一
番

の
狙
い
は
「
自
然
」
「
ひ
と
」
が

調
和
し
、
活
気
と
ぬ
く
も
り
の
あ

る
交
流
都
市
を
創
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
市
が
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
４
町
の
伝
統
と
歴
史

を
伝
承
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
新
し
い
市
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
誓
い
た
い
と
思
い

ま
す
。 

鷹
巣
町
長 岸

　
部
　
　
　
陞 

合
川
町
長 佐

　
藤
　
修
　
助 

森
吉
町
長 松

　
橋
　
久
太
郎 

阿
仁
町
長 濱

　
田
　
　
　
章 

主
催
者
あ
い
さ
つ
（
要
約
） 

主
催
者
あ
い
さ
つ
（
要
約
） 



5　合併協 

            

　
４
町
の
町
長
さ
ん
が
、
協
定
書

に
署
名
さ
れ
、
合
併
協
議
の
調
印

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
県
北
で
は
初
め
て
の
合
併
調
印

に
な
り
ま
す
。 

　
平
成
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
が
、
ま
さ
に
全

県
的
に
行
わ
れ
る
事
を
実
感
さ
せ

ら
れ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
町
村
合
併
は
、
各
地
域
が
自

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再

認
識
し
、
新
た
な
人
材
を
創
り
出

す
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
。 

　
４
町
は
医
療
体
制
充
実
強
化
を

始
め
と
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、 

精
力
的
に
話
し
合
い
を
進
め
今
日

の
良
き
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
改
革
を
恐
れ
ず
、
住
民
の
幸
せ

と
地
域
の
未
来
を
思
い
、
合
併
と

い
う
決
断
を
し
た
こ
と
に
、
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
地
域
は
、
県
北
地
域
の
空

の
玄
関
口
で
あ
り
ま
す
、「
あ
き
た

北
空
港
」、
風
情
が
魅
力
の
「
北
欧

の
杜
公
園
」、「
太
平
湖
」「
小
又
峡
」

を
か
か
え
る
奥
森
吉
、
県
外
か
ら

も
多
く
の
ス
キ
ー
客
を
迎
え
る
「
森

吉
・
阿
仁
ス
キ
ー
場
」、
世
界
一
と

も
言
わ
れ
る
「
綴
子
の
大
太
鼓
」
、

「
マ
タ
ギ
や
鉱
山
の
文
化
」
を
今
に

伝
え
る
資
料
館
・
記
念
館
な
ど
、

豊
か
な
自
然
や
固
有
の
文
化
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
新
市
に
お
い
て
は
地
域
一
丸
と
な
っ

て
、
空
港
や
多
様
な
資
源
を
活
用

し
た
、
個
性
的
で
魅
力
の
あ
る
町

づ
く
り
が
可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
県
で
は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

全
面
的
に
支
援
し
て
参
り
ま
す
。 

　
住
民
の
大
き
な
期
待
を
背
負
い
、

来
年
の
３
月
22
日
に
輝
か
し
い
北

秋
田
市
が
誕
生
い
た
し
ま
す
こ
と
を
、

心
か
ら
祈
念
致
し
ま
す
。 

来

賓

祝

辞
（
要
約
） 
来

賓

祝

辞
（
要
約
） 

5　合併協 

秋
田
県
知
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寺
　
田
　
典
　
城 
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合併協　6

１　合併の方式 

　鷹巣町、合川町、森吉町、阿仁町を廃し、その区域をもって

新しい市を設置する新設合併とする。 

２　合併の期日 

　合併の期日は、平成17年３月22日とする。 

３　新市の名称 

　新市の名称は、北秋田市（きたあきたし）とする。 

４　新市の事務所の位置 

　新市の事務所の位置は、当分の間、北秋田郡鷹巣町花園町19

番１号とする。なお、新市まちづくり計画の計画期間内に、あ

きた北空港南側の３町の交わる地点を中心とした地域に新庁舎

を建設するものとする。 

５　財産の取扱い 

（１）４町の所有する財産（権利、債務を含む）は、すべて新市

に引き継ぐものとする。 

　　ただし、地元で調整が必要な事項については、合併時まで

に調整を図る。 

（２）各町の財産区は、新市においても存続させるものとする。 

６　議会の議員の定数及び任期の取扱い 

（１）新市の議会の議員の定数は26人とする。 

（２）議会議員の任期については、市町村の合併の特例に関する

法律第７条第１項第１号の規定を適用し、平成18年３月31日

まで引き続き新市の議会議員として在任する。 

７　農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い 

（１）新市に１つの農業委員会を置く。 

（２）４町の農業委員会の選挙による委員は、市町村の合併の特

例に関する法律第８条第１項第１号の規定を適用し、平成17

年７月19日まで引き続き新市の農業委員会の選挙による委員

として在任する。 

（３）新市の選挙による委員の定数は30人とする。 

（４）鷹巣町２、合川町１、森吉町２、阿仁町１の選挙区を設置

することとし、選挙区ごとの委員の定数は選挙人の数により

調整する。 

８　地方税の取扱い 

（１）個人町民税 

①均等割の税率については、地方税法の規定により3,000円

とする。 

②普通徴収の納期については、国民健康保険税の納期と調整

を図り合併時に再編する。 

③減免については、鷹巣町・阿仁町の例により合併時に統合する。 

（２）法人町民税 

①税率については、現行どおり標準税率とする。 

②減免については、鷹巣町の例により合併時に統合する。 

（３）固定資産税 

①税率については、現行どおりとする。 

②納期については、国民健康保険税の納期と調整を図り合併

時に再編する。 

③減免については、鷹巣町・合川町の例により合併時に統合する。 

④過疎地域自立促進特別措置法に基づく課税免除については、

合併後においても引き続き課税免除するものとする。 

（４）軽自動車税 

①税率、納期については、現行どおりとする。 

②減免については、鷹巣町・阿仁町の例により合併時に統合する。 

（５）町たばこ税・入湯税・鉱産税・特別土地保有税 

①市町村たばこ税、鉱産税、特別土地保有税については、現行

のとおりとする。 

②入湯税の免除については、合併時に再編する。 

９　一般職の職員の身分の取扱い 

（１）４町一般職の職員は、すべて新市の職員として引き継ぐも

のとする。 

（２）職員数については、新市において定員適正化計画を策定し、

定員管理の適正化を図る。 

（３）職員の職名及び任用要件については、人事管理及び職員の

処遇の適正化の観点から調整し、新市において統一を図る。 

（４）給与については、職員の処遇及び給与の適正化の観点から

調整し、合併後速やかに給料の格差是正を行う。 

 10　特別職の身分の取扱い 

（１）特別職の職員の設置、人数、任期については、法令等の定

めるところによる。法令等の定めがない場合は、新市におい

て調整する。 

（２）特別職の職員の報酬については、現行の報酬額及び類似団

体の報酬額を参考に調整する。 

 11　条例、規則等の取扱い 

　条例、規則等の制定にあたっては、合併協議会で協議された

各種合併協定項目等の調整内容に基づき、次の区分により整備

するものとする。 

（１）合併と同時に市長職務執行者の専決処分により、即時制定

し施行する必要があるもの。 

（２）合併後、一定の地域に暫定的に施行する必要があるもの。 

（３）合併後、逐次制定し、施行するもの。 

 12　事務組織及び機構の取扱い 

（１）新市における４町の庁舎は、本所、総合支所として有効活

用するとともに、住民サービスが低下しないよう総合窓口業

務を各庁舎で行う。 

（２）事務組織及び機構は、効率的で住民に分かりやすく利用し

やすいものとする。 

（３）新市移行後においても、効率的で機能的な組織のあり方を

検討する。 

 13　一部事務組合等の取扱い 

（１）鷹巣町外六ヵ町村衛生施設組合、秋田県市町村総合事務組

合及び秋田県市町村会館管理組合については、合併の日の前日

をもって脱退し、新市において合併の日に当該組合に加入する。 

（２）公平委員会の事務の委託については、合併の日の前日をもっ

て委託を廃止し、新市において合併の日に新たに事務を委託する。 

（３）鷹巣阿仁広域市町村圏組合及び公立合川高等学校組合につ

いては、合併の日の前日をもって解散し、共同処理する事務

については、新市で実施するものとし、上小阿仁村との協議

によりその事務の一部を受託する方向で調整する。 

　　また、一般職の職員については、合併時に新市に引き継ぎ、

財産（負債を含む。）の処分については、上小阿仁村との協

議により合併時までに調整する。 

（４）森吉町外四ヵ町村病院組合及び森吉町外二ヵ町村生活環境

施設組合については、合併の日の前日を持って脱退し、新市

において合併の日に当該組合に加入する。 

合 併 協 定 書  
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 14　使用料、手数料の取扱い 

（１）施設等の使用料については、施設の内容、建設年度が異な

ることから、原則として現行のとおりとする。 

　　ただし、同一又は類似する施設等の使用料については可能

な限り統一に向け調整するものとする。 

（２）各種手数料については、住民負担に配慮し、負担公平の原

則から合併時に統一するものとする。 

 15　公共的団体等の取扱い 

　公共的団体等については、新市の速やかな一体性を確立する

ため、それぞれの事情を尊重しながら、統合について調整に努

めるものとする。 

 16　補助金、交付金等の取扱い 

　４町の補助金・交付金等については、従来からの経緯、実情

等に配慮し、新市において検討するものとする。 

（１）４町で同一、あるいは同種の補助金等については、できる

だけ早い機会に関係団体等の理解と協力を得て統一の方向で

調整するものとする。 

（２）４町独自の補助金については、従来の実績を尊重し、市域

全体の均衡を保つように調整するものとする。 

（３）他の補助金等に整理統合できる補助金については、統合の

方向で調整するものとする。 

 17　町名、字名の取扱い 

　鷹巣町、合川町及び森吉町の町名、字名については、現行の

まま新市へ引き継ぐ。 

　阿仁町については、現行の大字の前に「阿仁」の名称を付する。 

 18　慣行の取扱い 

　市章、花、木、鳥等の慣行については、新市において調整、

決定する。 

 19　国民健康保険事業の取扱い 

（１）国民健康保険税の税率等については、合併後３年以内に均

一化されるよう段階的に調整する。 

（２）国民健康保険税の納期等については、鷹巣町の例により合

併時に統一する。 

（３）国民健康保険運営協議会については、合併時に統合を図

る。 

（４）成人病予防健診料助成事業については、合併時に統一する 

（５）無受診世帯表彰事業については、合併後に廃止する。  

（６）診療報酬明細書点検、レセプト点検・管理の事務委託につ

いては、合併後に再編し、一元化する。 

 20　介護保険事業の取扱い 

（１）介護保険事業計画については、合併後の平成17年度までは

現行のとおりとし、第３期介護保険事業計画（平成18～22年

度）は平成17年度に新市において策定し、平成18年度から運

用する。 

（２）介護保険料については、合併後の平成17年度までは現行の

とおりとし、統一した新たな保険料は、第３期介護保険事業

計画の策定で見直し、平成18年度より適用する。 

（３）介護保険料の納期等については、鷹巣町・合川町の例によ

り合併時に統一する。 

（４）各種手数料については、住民負担に配慮し、負担公平の原

則から鷹巣町の例により合併時に統一する。 

（５）介護認定審査会については、合併時までに調整を図る。 

 21　消防団の取扱い 

（１）消防団については、合併時に統合する。 

（２）組織については、団長、副団長、支団長、分団長、副分団長、

部長、班長、団員とする。 

（３）報酬については、鷹巣町の例による。部長については

30,000円とする。 

（４）水火災、警戒の出動手当については2,000円、訓練の出動

手当は4,000円、山岳捜索の手当については5,000円とする。

その他の手当については、合併時までに調整する。 

（５）退職年齢については、団長、副団長は年齢制限なし、任期

２年とする。ただし、再任は妨げない。支団長以下は65歳と

する。 

（６）消防団の施設・設備については、現行のとおり新市に引き

継ぐ。 

（７）消防団の諸行事については、新市において調整を図る。 

 22　行政区の取扱い 

（１）行政区は、現行のまま新市に引き継ぐ。ただし、大規模区

域については自治会と協議のうえ細分化する。 

（２）行政協力員については、新市において委嘱する時に合川町

の区域についても新たに設置する。 

 23　地域審議会 

　地域審議会、地域自治区、合併特例区は、新市において設置

しないものとする。 

 24　水道事業の取扱い 

（１）上水道（簡易水道・小規模水道含む）事業 

①上水道整備については、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

②簡易水道事業及び小規模水道事業については、現行のとお

り新市に引き継ぐ。 

③水道料金、量水器使用料については、現行のとおり新市に

引き継ぎ、新市において段階的に調整を図る。 

④水道加入者分担金については、現行のとおり新市に引き継ぎ、

新市において段階的に調整を図る。 

⑤水道関係手数料の内、給水装置工事事業者手数料については、

合併時まで統一する方向で調整する。 

（２）下水道（農業集落排水、合併処理浄化槽含む）事業 

①公共下水道整備については、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

②公共下水道事業に係る受益者負担金及び使用料については、

合併後３年から５年を目途に調整を図る。 

③農業集落排水等整備については、現行のとおり新市に引き

継ぐ。 

④農業集落排水事業等に係る受益者分担金及び使用料につい

ては、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

⑤合併処理浄化槽設置事業については、合併後３年から５年

を目途として調整を図る。 

⑥水洗便所改造資金助成制度については、鷹巣町の例により

合併時に統合する。 

 25　各種事務事業の取扱い 

 25－1　電算システム事業 

　住民サービスの低下を招かないよう、合併時に住民情報系シ

ステム及び内部情報系システムを統合し、合併関係町間をネッ

トワーク化する。 

　ただし、個別システムについては、新市において調整する。 
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 25－２　広報広聴 

（１）新市において、広報紙を毎月１日と16日に発行する。ただ

し、創刊号の発行は、合併後速やかに行う。 

（２）新市において、ホームページを開設する。 

（３）新市において、市勢要覧を発行する。 

（４）その他の広報広聴に関する事項については、新市において調

整する。 

 25－３　姉妹都市・国際交流事業 

　友好都市、国際交流、地域間交流事業については、現行のと

おり新市に引き継ぐものとする。 

　ただし、事業内容等については、新市において調整を図る。 

 25－４　商工・観光関係事業 

（１）中小企業に対する融資については、合併時に統一するよう

調整する。 

（２）誘致企業等に対する奨励措置については、新市において速

やかに調整する。 

（３）観光協会については、合併後段階的に再編する。 

（４）観光関係団体のうち、各町の第３セクターは新市において

協議する。 

（５）観光事業・イベント等は、主催団体と協議し、新市におい

ても継続実施する。 

（６）観光施設については、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

（７）中小企業事業資金融資等については、合併後に協議する。 

 25－５　地域振興事業 

（１）新市において、総合発展計画を策定する。 

（２）新市において、過疎地域自立促進計画を策定する。 

（３）新市において、辺地総合整備計画を策定する。 

 25－６　納税関係 

（１）納期前納付報奨金については、合併時に廃止する。 

（２）納税貯蓄組合に対する補助金については、合併時に再編する。 

納税奨励金については、合併時に廃止する。 

（３）納税貯蓄組合連合会への補助金については、合併時に再編

する。 

（４）申告受付会場については、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

（５）口座振替については、合併時までに再編する。 

（６）郵便振替については、鷹巣町・森吉町の例により合併時に

統一する。 

（７）督促については、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

 25－７　交通関係事業 

　公共交通機関の確保に関する事業については、現行のとおり

新市に引き継ぐ。 

 25－８　消防防災事業 

（１）自主防災組織については、現行のとおり新市に引き継ぎ、

新市において組織体制等の調整を図る。 

（２）防災行政無線については、新市において速やかに新市無線

局の移行計画書を策定し、計画的整備を図る。 

（３）地域防災計画については、新市において策定する。なお、

新計画が策定されるまでの間は、現計画を運用する。 

（４）水防計画については、新市において策定する。なお、新計

画が策定されるまでの間は、現計画を運用する。 

（５）水防協議会については、合併後に再編する。 

（６）防災会議については、合併時に新たに設置する。 

（７）災害対策本部については、合併時に新たに設置する。 

 25－９　生活環境事業 

（１）生活環境政策については、各町の条例等に沿って行われて

いるため、４町に共通して設置されている条例もしくは類似

した規則等がある場合は調整し、合併時に新市に引き継ぐも

のとする。 

（２）単町のみの(環境に関する)条例等の場合については廃止し、

必要に応じ新市において新たに制定するものとする。 

（３）地方自治の原点である「自分のことは自分で」を基本に検

討する。 

 25－10　障害者福祉事業 

（１）法律、国の制度、県の制度等に基づくものは、現行のまま

新市に引き継ぐ。 

（２）現在、１町しか実施していない事業（補助事業、単独事業

問わず）については、合併時までに調整を図る。 

（３）障害者計画の策定については、新市において速やかに策定

委員会を設け、新たに策定する。 

 25－11　高齢者福祉事業 

　高齢者福祉事業の各制度については、できる限りサービスの

低下を招かないよう調整を図る。なお、利用料等の住民負担に

ついては、適正な料金となるよう調整を図る。 

（１）国又は県等が定める制度については、その要綱等に準拠し

ながら調整を図る。 

（２）国又は県等が定める制度で、各町が独自にその制度の充実

を図っている事業及び各町が独自に実施している制度又は事

業については、次の区分により調整を図る。 

①合併時まで調整を図るもの。 

②新市において調整を図るもの。 

 25－12　児童福祉事業 

（１）公立保育所については、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

（２）保育料については、合併時に統一を図る。 

（３）国又は、県等が定める制度については、その要綱に準拠し

ながらサービスの充実に努める。 

（４）すこやか育児手当については、合併時までに調整を図る。 

 25－13　その他福祉事業 

（１）社会福祉協議会 

①社会福祉協議会については、社会福祉協議会の合併の動向

により、速やかに調整を図る。 

②委託事業については、社会福祉協議会を含む民間等が独自

で事業所指定を受け事業展開できる事業(支援費制度及び介

護保険制度によるホームヘルプ事業、デイサービス事業等）

は、独自に事業所指定を受けるよう求め、合併後の委託事

業とはしない方向で調整を図る。 

③社会福祉協議会の負担金・補助金については、統一した算

定基準を設け、合併後の財政計画等を踏まえながら速やか

に調整を図る。 

④事業主体が市町村と定められ、運営のみ委託している事業

については現行のとおり新市に引き継ぐ。 

（２）乳幼児福祉医療事業 

①乳幼児福祉医療事業(町単独事業分)については、合併時ま

でに調整を図る。 
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 25－14　保健衛生事業 

（１）老人保健事業等については、現行の内容を基準に住民の

健康増進を図るよう調整を行い、合併時まで一元化し実施

する。 

（２）母子保健事業については、現行の内容を基準に住民の健康

増進を図るよう調整を行い、合併時まで一元化し実施する。 

（３）予防接種事業については、現行の内容を基準に住民の健康

増進を図るよう調整を行い、合併時まで一元化し実施する。 

（４）健康日本21地方計画については、新市移行後速やかに新市

の計画を策定する。 

（５）へき地医療支援業務については、現行のとおり新市に引き

継ぎ、一定期間を置いて医療受診困難地区の再検討を行い統

一を図る。 

（６）在宅当番医制事業については、新市に引き継ぎ、参加医療

機関については、移行後速やかに調整する。 

（７）阿仁町立病院及び合川町国民健康保険診療所の使用料及び

手数料については、合併時に統一を図る。 

 25－15　農林水産関係事業 

（１）農林水産業の振興に関する各種計画については、新市にお

いて新たな計画を策定する。 

　　なお、新計画が策定されるまでの間は、現計画を新市に引

き継ぎ運用する。 

（２）農業振興地域については、現行のとおりとし、新市におい

て速やかに新たな農業振興地域整備計画を策定する。 

（３）農業融資制度については、農業経営基盤強化資金（スーパー

Ｌ）は鷹巣町の例による。その他の資金は現行のとおり新市

に引き継ぐ。 

（４）生産調整関係事業については、合併時までに調整する。 

（５）林業関係事業については、現行内容を基準に新市において

調整する。 

（６）畜産関係事業については、家畜防疫事業は合併時までに調

整する。 

　　なお、町営放牧場は、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

（７）土地改良事業については、継続中の事業は現行のとおり新

市に引き継ぐ。 

　　なお、新規事業については、事業採択時に新市において調

整する。 

（８）内水面漁業振興については、現行のとおり新市に引き継ぎ、

事業内容は新市において調整を図る。  

 25－16　都市計画関係事業 

（１）市町村都市計画マスタープラン及び都市計画区域マスター

プランについては、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

　　ただし、新市の上位計画策定後調整する。 

（２）都市計画審議会については、合併時までに再編する。 

（３）都市計画区域及び用途地域等については、現行のとおり新

市に引き継ぐ。 

　　ただし、新市の都市計画マスタープランに基づき調整する。 

 25－17　建設関係事業 

（１）町道については、現行のとおり新市に引き継ぐこととし、

市道の認定基準については、合併時までに調整する。 

（２）除雪体制については、現行のとおり新市に引き継ぎ、新市

において除雪計画を策定する。 

（３）道路占用料は、合併時に、道路法施行令別表「乙地」に定

める額に統一する。 

（４）公営住宅等の家賃については、現行のとおりとする。 

 25－18　学校の通学区域 

　町立学校の通学区域については、当面現行のとおりとし、必

要に応じて新市において調整する。 

 25－19　学校教育事業 

　学校教育関係事務及び事業については、引き続き教育の質の

向上や施設の整備に努め、教育環境の充実を図ることを基本に、

次の区分により調整を図る。 

①現行のとおり新市に引き継ぐもの。 

②合併時まで調整するもの。 

③新市において調整するもの。 

（１）遠距離通学費補助事業については、合併時までに統一する

よう調整を図る。 

（２）スクールバス運行事業については、合併後新市において調

整を図る。 

（３）奨学資金事業については、合併時までに調整し、新市に引

き継ぐ。 

 25－20　社会教育事業 

　社会教育事業については、次の区分により調整を図る。 

①現行のとおり新市に引き継ぐもの。 

②合併時までに調整するもの。 

③新市において調整するもの。 

（１）社会教育事業 

１）社会教育委員及び公民館運営審議会は、合併後新市にお

いて調整を図る。　 

２）図書館事業については、鷹巣町の例により合併時に統一

を図る。 

３）成人式については、新市において統一を図る。 

４）各種講座については、現行のとおり新市に引き継ぐ。 

（２）社会体育事業 

１）体育指導委員及び体育団体については、新市において統

合できるよう調整に努め、スポーツ活動の振興を図る。 

２）大会補助金については、新市において調整を図る。 

３）スポーツ賞の表彰については、新市において統一して実

施する。 

４）スポーツイベントについては、新市において統一して実

施できるよう調整を図る。 

５）国民体育大会競技については、現行のとおり新市に引き

継ぎ、国体準備室は合併時に統合する。 

 25－21　病院事業 

　地域医療体制の充実を図るため、新病院の建設及び既存病院

の形態については、新市において事業計画を策定する。 

　なお、建設場所は、あきた北空港南側の３町の交わる地点を

中心とした地域とする。 

 26　新市まちづくり計画 

　新市まちづくり計画は、別添のとおりとする。 
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に
つ
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て
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議
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結
果
、
こ
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整
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容
で
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ま
し
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新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画（
案
）に
つ
い
て 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
つ
い
て
は
、

こ
の
日
の
協
議
に
お
い
て
最
終
的
に
確
認

さ
れ
ま
し
た
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計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
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内
に
全

世
帯
に
配
布
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る
予
定
で
す
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合
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案
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し
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定
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て 
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定
項
目
が
確
認
さ
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で
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合
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協
定
書
の
内
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を
報

告
し
ま
し
た
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合
併
調
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に
つ
い
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回
合
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協
議
会
に
お
い
て
、
10
月

１
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提
出
し
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「
新
市
ま
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く
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計

画
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案
）
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合
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報
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し
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に
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り
、
「
新
市

ま
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づ
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画
」
が
正
式
に
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

調
　
整
　
内
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地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、

新
病
院
の
建
設
及
び
既
存
病
院
の
形
態

に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
事
業
計

画
を
策
定
す
る
。 

　
な
お
、
建
設
場
所
は
、
あ
き
た
北
空

港
南
側
の
３
町
の
交
わ
る
地
点
を
中
心

と
し
た
地
域
と
す
る
。 

　
第
12
回
合
併
協
議
会
が
９
月
30
日
、
森
吉
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
３
件
の
事
項
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
10
月
７
日
に
は
、
鷹
巣
町
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
第
13
回
合
併
協

議
会
が
開
か
れ
、
合
併
協
定
書
の
最
終
確
認
を
行
い
、
10
月
19
日
に
鷹
巣
町
中
央
公
民

館
で
第
14
回
合
併
協
議
会
を
開
催
し
た
後
、
合
併
協
定
調
印
式
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま

し
た
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　合川町では、「合併に係る住民説明

会」が、10月20日から23日まで町

内４ヶ所で開催されました。 

　佐藤町長が、今までの経過を説明

しながら、住民の質問に答えていま

した。 

住 民 説 明 会  ススス ナナナ ッッッ プププ

第
12
回
合
併
協
議
会 

第
13
回
合
併
協
議
会 

第
14
回
合
併
協
議
会 

　
10
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
よ
り
調
印

式
を
開
催
す
る
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 



｢北秋田市｣誕生に向け合併協定書に調印誕生に向け合併協定書に調印 

11　合併協 

　「総合的な学習の時間」という職場訪問する学習で、９月28日、合川中学校の生徒３名が合併協議会事務

局を訪ねて、市町村合併によって、町や暮らしがどう変わろうとしているのかなどについて興味、関心が尽

きない様子で、熱心にメモを取っていました。 

　また、10月14日には鷹巣中学校から４名の生徒が訪れ、学級新聞に合併にまつわる情報を提供したいと

いろいろ質問し、事務局長の説明にじっくりと聞き入っていました。 

　将来の新市の主役となる中学校の学習訪問は大歓迎です。これからも、お気軽においでくださるようお待

ちしております。 

熱心に資料を見入る合川中学校の工藤さん 

中学生が合併協議会を訪問中学生が合併協議会を訪問中学生が合併協議会を訪問

事務局長の説明を受ける合川中学校の平川さんと木村さん（写真：左から） 

鷹巣中学校の桜庭君、三沢君、三沢さん、長崎さん（写真：左から） 

　合併についての疑問点やわ

からないことなどについて、

メモを取るなど、事務局長の

説明を真剣に聞いていました。 

　課題学習の成果が出るように、

また、よい新聞が作成で

きるよう期待しています。 
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秋の紅葉風景 森吉山阿仁スキー場 竜ヶ森（鷹巣町） 

見る 

聴く 

見る 

　協議会の会議は公開されており、どなた

でも傍聴することができます。傍聴を希望

される方は、当日会場で受付けしてください。 

　尚、会場の規模等により傍聴できる人数

を制限する場合もあります。詳しくは事務

局へお問い合わせ下さい。　 

聴く 聴く 協議会は傍聴できます 協議会は傍聴できます 協議会は傍聴できます 

　開催された協議会の会議資料や、会議録

が閲覧できます。 

　ご希望の方は、合併協議会事務局や鷹巣町、

合川町、森吉町、阿仁町各合併担当課窓口

までお越し下さい。 

　また、鷹巣阿仁地域合併協議会のホームペー

ジでも公開されていますのでご覧下さい。 

合併協議会からのお知らせ  

http://www.takaa.jpホームページアドレス 

会議資料等会議資料等が閲覧が閲覧できます 会議資料等会議資料等が閲覧が閲覧できます 会議資料等が閲覧できます 

ホームページも 
　ご覧下さい！ 


